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はじめに1 .
　我々の住む日本は，地震大国の異名を取る。
　これは，多くの人々が周知，または体感するもので
ある。内閣府（2014）によれば，全世界の国土面積中
0.25%を占めるに過ぎないながら，マグニチュード6.0
以上の地震の発生回数割合は，18 .5%に達すると報告
している。
　1995年に発生した，阪神・淡路大震災における管
路の被害事例では，㈳土木学会関西支部（1999）によ
ると神戸市をはじめ震災地域6都市の8,805スパンに
おいて，マンホールから1本目の本管の約40%に円周
クラックが発生していると報告されている。
　以上のことから，管きょにおける耐震化は，インフ
ラ設備の持続性と防災の観点から重要であると考えら
れる。よって，下記に日本スナップロック協会が展開
するマグマロック工法の概略から，本特集に関する
小口径管の耐震化に合致するマグマロック工法mini・
NGJ（以下，工法の部材を指す場合はミニマグマと記
す）について記す。

マグマロック工法の概要2 .
　管きょ継手部の耐震化として開発されたマグマロッ
ク工法は，レベル2地震動による抜出し及び屈曲に耐
える水密性能を有した耐震化工法である。大きく下記

の種類で展開され耐震化を実施する対象に合わせて選
択が可能である。
【管きょと管きょの継手部の耐震化】
　マグマロック工法（管きょ）φ800〜3 ,500mm
【マンホールの継手部の耐震化】
　マグマロック工法（マンホール）
　φ900〜1 ,800mm（1〜4号）
【マンホールと管きょの接続部の耐震化】
　マグマロック工法NGJφ800〜3 ,000mm
　マグマロック工法mini・NGJφ200〜700mm

　1997年，（公社）日本下水道協会によって「下水道施設
の耐震対策指針と解説」が発刊され，その中で，新設（既
存）する管路に求められる耐震性能要求が示された。
　マグマロック工法は，この耐震性能カテゴリーのレ

マンホールと小口径管きょ接続部（管口）の
耐震化技術「マグマロック工法mini・NGJ」
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図−1　マグマロック工法NGJとmini・NGJ




